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■ はじめに 

 

加賀市教育委員会では、本市の教育が目指す基本的な理念と目標を明確に
し、その実現に必要な施策を計画的・総合的に実施していくための「加賀市
教育振興基本計画」を平成24年９月に策定しました。 

この基本計画に基づき、教育庶務課、学校指導課、生涯学習課、スポーツ
課、文化財保護課の５課体制のもと、次代を担う人材育成に向けて心の教育
や学校教育の充実を図り、家庭・学校・地域社会が一体となった子どもたち
の健全育成に努めるため、様々な施策を実施しているところであります。 

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項の規
定に基づき、平成27年度における加賀市教育委員会の権限に属する事務の管
理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その報告書として公表する
ものであります。 

点検及び評価は、「加賀市教育振興基本計画」の施策体系に基本的に合わ
せる形で、「これまでの施策の経過」「27年度施策の内容」「事業費」「数値目
標」「成果と課題」について実施いたしました。 

なお、点検及び評価にあたりましては、法第26条第２項の規定に基づいた
学識経験者の知見を、金沢大学 人間社会研究域 学校教育系 田邊 俊治 教
授からいただいております。 
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本報告書は、上記の「地域に学び未来への創造力を育むまちづくり」における４つの分野別
施策の達成に向けて、平成24年９月に策定した「加賀市教育振興基本計画」に掲げる事業につ
いて、平成27年度の点検及び評価を行ったものです。 
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都市像 

①住民自治に基づく 

 協働・交流型のまちづくり  

②流域の恵みを感じる 

 自然と共生したまちづくり  

③ともに支えあう 

 健康で心豊かなまちづくり  

④地域に学び未来への 

 創 造 力 を 育 む ま ち づ く り  

 （ 教育委員会所管施策 ） 

⑤景観と人にやさしい 

 安 全 で 快 適 な ま ち づ く り  

⑥地場産業が息づく 

 活力と賑わいのあるまちづくり 

⑦健全な行財政の確立による  

 自 律 型 の ま ち づ く り  

 
分野別施策体系 

分野別施策 

【施策１】 

地 域 の 文 化
を高めます 

【施策２】 

教育内容・環
境 を 充 実 し
ます 

【施策３】 

生涯学習・生
涯 ス ポ ー ツ
を 推 進 し ま
す 

【施策４】 

青 少 年 を 健
や か に 育 て
ます 

 第１次加賀市総合計画における教育委員会が取り組むべき施策  

加
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１．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育     
  の実現 

２．学びを支える安全・安心で魅力ある学校環境 
  の実現 

３．学校・家庭・地域が連携・協力し、社会 
全体で取り組む教育力の向上 

 ４．共に学び触れ合う生涯学習の充実 

５．健康で活力あふれた人づくりをめざす 
 生涯スポーツの推進 

 ６．地域の文化を高める文化振興事業 

 ７．未来に伝える文化財の保護と活用 

(１)確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・ 

    行動し、解決する力を育成する 
(２)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める 
(３)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努 
   める 

(４)ふるさと加賀市の伝統・文化に親しみ、郷土を愛する 
   心を育てる 

(１)安全･安心な学校施設整備 
(２)社会的変化に対応した教育環境の整備 
(３)安心して学べる奨学金制度の充実 

(４)安全でおいしい給食の提供 
(５)学校保健の充実 

(１)生涯学習事業の推進 

(２)公民館活動の推進 
(３)加賀市の自然や文化を活用した自然体験学習の充実 

(４)各種生涯学習団体の育成と連携強化 
(５)図書館機能の充実及び適正管理 

(６)生涯学習施設の適正管理と有効活用 
(７)心の教育の推進 

(１)学校から家庭、地域への働きかけ 
(２)地域で子どもを見守る活動 
(３)学校と地域で子どもを育て、地域での結びつきを育成 
   する活動 

(１)スポーツイベントの推進  
(２)スポーツ団体の育成支援及び競技スポーツの振興 
(３)スポーツ施設の活用と整備 

(１)市民の芸術・文化活動の促進と支援 

(２)文化体験プログラムの充実 
(３)加賀市ゆかりの人物紹介と関連するイベント等 
    全国発信事業の推進 

(４)歴史文化基本構想と民俗調査等成果の活用 
(５)各種展観施設の充実と情報発信 

(１)九谷磁器窯跡や大聖寺十万石城下町などの史跡再生 

 と保護活用の推進 
(２)橋立･東谷地区伝統的建造物群保存地区保存整備 
  事業 
(３)文化財の適正な管理と有効活用 

「加賀市教育振興基本計画」で
は、基本目標ごとに定めた基本
的な施策について、その概要を
説明し、それぞれの施策を展開
していくために必要となる事業
を示しています。   

基本理念を実現するために、７項目の基本目標を定めました。 

それぞれの基本目標には基本的な施策を策定し、基本的な施策を展開するために想定される事業を設けてい
ます。 

加賀市教育振興基本計画の概要 

基本理念 地域に学び未来への創造力を育む人づくり 
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■ 教育委員会施策等の実施概要 
 

  平成27年度の加賀市教育委員会施策の実施概要は次のとおりです。 

 

教育委員会の組織に関することでは、上田正憲教育委員長の平成27年11月21日委員任
期満了に伴い、その後任委員として篠原隆一氏が任命され、11月22日に委員として就任
するとともに、委員長として互選されました。また、平成26年6月の地方教育行政の組
織及び運営に関する法律の一部改正に基づく「新教育長」として山下修平氏が任命され、
平成28年4月1日から就任（同氏は教育委員を平成28年3月31日付けで辞職）することと
なりました。 

 

「確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する力を育成す
る」に関することでは、異文化に触れて国際感覚を養うことや、語学・コンピュータプ
ログラミングに長けた人材の育成等を目的として、アメリカで開催された「ロボレーブ
国際大会」への参加、台湾及びシンガポールの学校との平成28年度からの交流開始に向
けた準備を行いました。(p20・21) 

 

「安全・安心な学校施設整備」に関することでは、体育館における天井材や照明器具
等の非構造部材の耐震改修を前年度に中学校全６校で完了したのに引き続き、19の小学
校においてを行いました。これにより学校施設の耐震化は、校舎・体育館とも躯体は既
に完了しているのに加えて更に大きく進みました。(p41) 

また、夏場の高温対策として中学校の普通教室等の冷房化を順次行っており、平成27

年度は山代中学校の１期工事（２期工事を含めた全体は28年度で完了予定）と片山津中
学校の実施設計を行いました。(p43) 

 

「社会的変化に対応した教育環境の整備」に関することでは、前年度に引き続き「加
賀市学校適正規模検討委員会」を開催し、平成27年10月に同委員会から提言書が教育委
員会に対して提出されました。今後はこの提言を踏まえて、児童生徒がより高い教育効
果を得られるための学校規模の適正化を進めていく予定としています。(p46) 

 

「学校と地域で子どもを育て、地域での結びつきを育成する活動」に関することでは、
市の責務や保護者、学校、地域住民等の役割などを明らかにした「加賀市家庭教育支援
条例」を平成27年6月に制定し、これに基づき家庭教育に関する実情を把握するため、
保護者を対象としたアンケート調査を行いました。(p73) 

 

「生涯学習の推進」に関することでは、教養を高めて豊かな人生を送ることや、現代
の社会的課題についての知識を得ること等を目的とした市民文化講演会を、合併10周年
記念の一環として開催しました。(p75) 

 

「スポーツイベントの推進」に関することでは、前回大会の開催実績を踏まえ、より
魅力の高いコースづくりや、円滑で快適な大会運営等の見直しを行った「加賀温泉郷マ
ラソン2015」を開催し、海外からの参加を含め、3,656人のランナーが参加しました。
(p99) 
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「スポーツ施設の活用と整備」に関することでは、加賀市陸上競技場において公認競
技場として認定を継続するために必要な改修工事を行いました。(p112) 

 

「スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進」に関することでは、スポーツ基
本法に基づき、地域の実情に即したスポーツの推進を図るための「加賀市スポーツ推進
計画」を、スポーツ推進審議会での審議を経て策定しました。(p123) 

 

「九谷磁器窯跡や大聖寺十万石城下町などの史跡再生と保護活用の推進」に関するこ
とでは、国指定史跡九谷磁器窯跡の保存活用を図るため、磁器窯跡地区の造成工事や工
房集落地区での遺構展示、説明板や遊歩道等の整備を行いました。(p149) 

また、大聖寺藩十万石城下町の史跡の再生を図るため、大聖寺城跡の発掘調査、大聖
寺藩前田家墓所の測量調査等を継続して実施しました。(p150) 

 

「橋立・東谷地区伝統的建造物群保存地区保存整備事業」に関することでは、建造物
の保存修理、保存啓発等を引き続き実施するとともに、加賀東谷地区の拠点施設として
「あいおすふれあい広場」（山中温泉今立町地内）の整備を行いました。(p151・152) 



■ 平成27年度 科目別決算（歳出）
10款　教育費 （単位：千円、％） △は減を示す

当初
予算額

補正
予算額

前年度
繰越額

流用
増減額

予算現額
(E)

支出額 翌年度
繰越額

不用額
(H)

執行率
(I)

(A) (B) (C) (D) (A)+(B)+(C)+(D) (F) (G) (E)-(F)+(G) ｛(F)+(G)｝/(E)

2.1.16 諸費 11,219 △ 1,424 9,795 9,795 0 100.0

10.1.1 教育委員会費 2,924 2,924 2,897 27 99.1

10.1.2 事務局費 139,572 10,120 149,692 146,779 2,913 98.1

10.2.1 学校管理費(小学校) 284,226 13,862 298,088 275,231 22,857 92.3

10.2.3 学校建設費(小学校) 224,200 △ 50,110 174,090 162,412 11,678 93.3

10.3.1 学校管理費(中学校) 126,936 126,936 121,491 5,445 95.7

10.3.3 学校建設費(中学校) 161,300 161,300 155,492 5,808 96.4

13.2.19
学校施設
整備基金費 10,451 10,451 7,070 3,381 67.6

10.1.2 事務局費 19,590 19,590 13,585 6,005 69.3

10.1.3 教育指導費 42,347 42,347 38,432 3,915 90.8

10.2.2 教育振興費(小学校) 127,573 127,573 119,694 7,879 93.8

10.3.2 教育振興費(中学校) 71,251 20,337 91,588 87,450 4,138 95.5

10.6.1 学校保健費 24,245 24,245 22,907 1,338 94.5

10.6.2 学校給食費 322,922 △ 6,179 316,743 312,635 4,108 98.7

10.6.3 学校体育振興費 13,383 13,383 10,261 3,122 76.7

13.2.8
三森良二郎奨学
基金費 360 360 183 177 50.8

13.2.9 奨学基金費 20 20 7 13 35.0

10.5.1 生涯学習総務費 210,259 214 210,473 206,989 3,484 98.3

10.5.2 生涯学習振興費 11,191 △ 12011,071 10,329 742 93.3

10.5.3 教育文化施設費 63,751 63,751 61,184 2,567 96.0

10.5.5 青少年対策費 1,212 1,212 734 478 60.6

10.6.4 社会体育総務費 2,609 2,609 2,264 345 86.8

10.6.5 社会体育振興費 57,482 6,250 △ 11563,617 58,261 5,356 91.6

10.6.6 体育施設費 123,880 54,000 115 177,995 177,989 6 100.0

10.5.2 生涯学習振興費 22 22 0 22 0.0

10.5.3 教育文化施設費 1,313 1,313 943 370 71.8

10.5.4 文化財保護費 176,588 26,600 203,188 181,864 21,324 89.5

10.5.6 景観整備費 6,024 6,024 6,018 6 99.9

10.5.2 生涯学習振興費 7,556 120 7,676 7,554 122 98.4

10.5.3 教育文化施設費 173,725 173,725 168,606 5,119 97.1

こども課 10.4.1 幼稚園費 10,563 1,492 12,055 11,414 641 94.7

2,407,024 98,256 0 △ 1,4242,503,856 2,380,470 0 123,386 95.1合　　　計

学校指導課

観光交流課

所属名 款項目 科目名

教育庶務課

生涯学習課

スポーツ課

文化財保護
課
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事業費　単位：千円

基本目標　　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針　　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する力を育成する
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 新学習指導要領に沿った指導計画と実践・評価 ― 学校指導課 継　続 13

② 学力向上対策 200 学校指導課 継　続 14

③ 授業改善に向けた取り組み 70 学校指導課 継　続 15

④ 市教育研究所の先進的研究 261 学校指導課 継　続 16

⑤ 読書活動の推進 151 学校指導課 継　続 17

⑥ 家庭学習の定着と充実 ― 学校指導課 継　続 18

⑦ 国際化社会に対応した教育の実践
１．外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置 12,533 学校指導課 継　続 19

２．ロボレーブ国際大会への参加　　　　　　　　  　　　　【新規】2,500 学校指導課 継　続 20

３．外国の児童生徒との交流　　　　　　　　　　　　  　 　【新規】155 学校指導課 継　続 21

⑧ 中谷宇吉郎科学奨励賞 378 学校指導課 継　続 22

⑨ 英語力の向上 41 学校指導課 継　続 23

⑩ サイエンス・テクノロジー教育の推進 53 学校指導課 廃　止 24

⑪ きめ細やかな指導の取組み                                　【新規】7,291 学校指導課 継　続 25

基本方針　　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 道徳教育の充実 400 学校指導課 継　続 26

② 生徒指導の充実 867 学校指導課 継　続 27

③ キャリア教育の取り組み 328 学校指導課 継　続 28

④ 宿泊体験学習 173 学校指導課 継　続 29

⑤ 健康な体と体力づくり ― 学校指導課 継　続 30

⑥ 特別支援教育の充実 37,562 学校指導課 継　続 31

⑦ 幼保・小・中・高の連携 ― 学校指導課 継　続 32

基本方針　　１－（３）　学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校評価の活用 ― 学校指導課 継　続 33

② 学校組織の機能化 ― 学校指導課 継　続 34

③ 教職員研修の充実 566 学校指導課 継　続 35

④ 教職員人事評価制度の活用 ― 学校指導課 継　続 36

基本方針　　１－（４）　ふるさと加賀市の伝統・文化に親しみ、郷土を愛する心を育てる
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 郷土の伝統・文化施設を利用した学習の推進 978 学校指導課 継　続 37

② 郷土の伝統文化に親しむ活動 585 学校指導課 継　続 38

③ 地域との連携、地域行事への積極的な参加 ― 学校指導課 継　続 39

④ 地域教材の発掘 ― 学校指導課 継　続 40

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

■基本目標別施策の点検評価一覧
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基本目標　　２　学びを支える安全・安心で魅力ある学校環境の実現

基本方針　　２－（１）　安全・安心な学校施設整備
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 校舎等の耐震補強の推進 161,764 教育庶務課 継　続 41

② 学校防災対策の推進 ― 教育庶務課 継　続 42

③ 空調機械設備の省エネルギー化と冷房の導入 146,549 教育庶務課 継　続 43

④ 太陽光発電設備や雨水利用などの環境対策の推進 157,455
の一部 教育庶務課 継　続 44

⑤ 学校施設の適正な維持管理 120,239 教育庶務課 継　続 45

基本方針　　２－（２）　社会的変化に対応した教育環境の整備
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校の適正規模・適正配置計画の策定 154 学校指導課 継　続 46

② バリアフリー化の推進 648 教育庶務課 継　続 47

③ パソコン、ＩＣＴ機器の整備 39,899 学校指導課 継　続 48

④ トイレの洋式化の推進 648 教育庶務課 拡　充 49

基本方針　　２－（３）　安心して学べる奨学金制度の充実
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 三森良二郎奨学金制度の継続 4,680 学校指導課 継　続 50

② 加賀市奨学金制度の継続 859 学校指導課 継　続 51

③ 加賀市育英資金制度の拡大 4,860 学校指導課 継　続 52

基本方針　　２－（４）　安全でおいしい給食の提供
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校給食提供に係わる栄養管理 ― 学校指導課 継　続 53

② 学校給食提供に係わる衛生管理 14 学校指導課 継　続 54

③ 食に関する指導 ― 学校指導課 継　続 55

④ 学校給食提供体制の検討 ― 学校指導課 継　続 56

基本方針　　２－（５）　学校保健の充実
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校における保健管理備品の充実 766 学校指導課 継　続 57

② 児童、生徒及び教職員の健康管理 15,642 学校指導課 継　続 58

③ 児童、生徒のけが等の補償 4,789 学校指導課 継　続 59

④ スクールカウンセラーの配置と心の相談業務の推進 657 学校指導課 継　続 60

⑤ 学校防災マニュアルの策定 ― 学校指導課 継　続 61

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　３　学校・家庭・地域が連携・協力し、社会全体で取り組む教育力の向上

基本方針　　３－（１）　学校から家庭、地域への働きかけ
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校の教育活動の家庭、地域への発信 ― 学校指導課 継　続 62

② 授業参観、学校開放、学校行事への参加 ― 学校指導課 継　続 63

③ 学校と連携した家庭教育の啓発 ― 学校指導課 継　続 64

④ 子どもの貧困への対策 6,832 学校指導課 継　続 65

⑤ 青少年育成センターの充実 1,684 学校指導課 継　続 66

基本方針　　３－（２）　地域で子どもを見守る活動
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 「子ども見守り隊」との連携による登下校指導 ― 学校指導課 継　続 67

② 放課後児童クラブとの連携 ― 学校指導課 継　続 68

③ 児童センターでの児童、生徒への活動支援 ― 学校指導課 継　続 69

④ 放課後子ども教室への活動支援 1,961 生涯学習課 継　続 70

基本方針　　３－（３）　学校と地域で子どもを育て、地域での結びつきを育成する活動
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 学校と公民館活動、子ども会、まちづくり推進協議会、その他関係機関との連携 650 生涯学習課 継　続 71

② 地域の伝統行事や地域活動への参加指導 ― 生涯学習課 継　続 72

基本方針　　３－（４）　社会のすべての構成員が一体となった家庭教育への取り組み
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 家庭教育支援条例の制定 322 生涯学習課 継　続 73

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　４　共に学び触れ合う生涯学習の充実

基本方針　　４－（１）　生涯学習事業の推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 「かもまる講座」の充実（市職員出前講座） ― 生涯学習課 継　続 74

② 「市民夏期大学講座」の充実 1,399 生涯学習課 継　続 75

③ 「かがやき市民大学校」の充実 675 生涯学習課 継　続 76

基本方針　　４－（２）　公民館活動の推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 地域住民の学習ニーズに応じた学習機会の提供 ― 生涯学習課 継　続 77

② 地域住民の学習成果の発表、交流の場の充実 126 生涯学習課 継　続 78

③ 公民館職員の研修の充実 372 生涯学習課 継　続 79

④ 地域リーダー等人材の育成 ― 生涯学習課 継　続 80

基本方針　　４－（３）　加賀市の自然や文化を活用した自然体験学習の充実
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 四季を通じた多様なプログラムの実施 45 生涯学習課 継　続 81

② 学校・保育園等と連携した自然体験学習や環境教育の実施 158 生涯学習課 継　続 82

③ 自然体験活動指導者や自然体験活動実施団体の育成 50 生涯学習課 継　続 83

④ 自然体験活動拠点施設の整備 ― 生涯学習課 継　続 84

基本方針　　４－（４）　各種生涯学習団体の育成と連携強化
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 生涯学習活動への支援 3,250 生涯学習課 継　続 85

② 情報の共有化とネットワークづくり ― 生涯学習課 継　続 86

基本方針　　４－（５）　図書館機能の充実及び適正管理
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 市民ニーズに即した蔵書の充実 18,409 図書館 継　続 87

② レファレンス（相談機能）の充実 1,908 図書館 継　続 88

③ 自動車文庫、地区巡回サービスの充実 3,620 図書館 継　続 89

④ 読書活動推進事業の充実 231 図書館 継　続 90

⑤ 施設設備、機能の充実 1,394 図書館 継　続 91

基本方針　　４－（６）　生涯学習施設の適正管理と有効活用
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① セミナーハウスあいりす及び加賀市文化会館の適正管理と施設設備の充実
 1. セミナーハウスあいりすの適正管理と施設設備の充実 17,990 生涯学習課 継　続 92

 2. 加賀市文化会館の適正管理と施設設備の充実 21,297 観光交流課 継　続 93

② 類似施設との統廃合の検討 ― 観光交流課 継　続 94

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

9



基本方針　　４－（７）　心の教育の推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 心の教育推進母体の設置 97 生涯学習課 継　続 95

② 放課後子ども教室の推進 1,961 生涯学習課 継　続 96

③ グッドマナーキャンペーンの実施 ― 生涯学習課 継　続 97

④ 青少年健全育成団体との連携 ― 生涯学習課 継　続 98

基本目標　　５　健康で活力あふれた人づくりを目指す生涯スポーツの推進

基本方針　　５－（１）　スポーツイベントの推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① マラソン大会の充実 42,394 マラソン開催推進室 継　続 99

② 市民スポーツ祭の充実 ― スポーツ課 継　続 100

③ ニュースポーツチャレンジマッチの充実 79 スポーツ課 継　続 101

④ 市民山登りの充実 ― スポーツ課 継　続 102

基本方針　　５－（２）　スポーツ団体の育成支援及び競技スポーツの振興
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 各種団体との連携と指導者の育成 12,173 スポーツ課 継　続 103

② スポーツの啓発活動と情報提供の充実 ― スポーツ課 継　続 104

③ 総合型地域スポーツクラブへの支援 53,671 スポーツ課 継　続 105

④ 講習会・研修会の充実 55 スポーツ課 継　続 106

⑤ 競技スポーツの振興 47,097 スポーツ課 継　続 107

基本方針　　５－（３）　スポーツ施設の活用と整備
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① スポーツ施設の整備計画 53,671 スポーツ課 継　続 108

② 施設の有効活用の推進
 1. 加賀体育館の有効活用の推進 13,426 スポーツ課 継　続 109

 2. 水泳プールの有効活用の推進 25,857 スポーツ課 継　続 110

 3. 野球場の有効活用の推進 9,979 スポーツ課 継　続 111

 4. 陸上競技場の有効活用の推進 64,381 スポーツ課 継　続 112

 5. 夜間照明施設の有効活用の推進 2,745 スポーツ課 継　続 113

 6. スポーツセンターの有効活用の推進 20,526 スポーツ課 継　続 114

 7. 武道館の有効活用の推進 1,396 スポーツ課 継　続 115

 8. 中央公園体育館の有効活用の推進 8,204 スポーツ課 継　続 116

 9. 山中健民体育館の有効活用の推進 15,772 スポーツ課 継　続 117

10. 山中武道館の有効活用の推進 1,384 スポーツ課 継　続 118

11. 山中弓道場の有効活用の推進 700 スポーツ課 継　続 119

12. 山中球場の有効活用の推進 4,000 スポーツ課 継　続 120

13. その他の体育施設の有効活用の推進 9,419 スポーツ課 継　続 121

③ 学校体育施設の有効活用 ― スポーツ課 継　続 122

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本方針　　５－（４）　スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① スポーツ推進計画の策定　　　　 863 スポーツ課 継　続 123

基本目標　　６　地域の文化を高める文化振興事業

基本方針　　６－（１）　市民の芸術・文化活動の促進と支援
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 各展観施設解説ボランティアの養成と活用 160 観光交流課 継　続 124

② 「加賀市芸術文化協会」（仮称）の設立 ― 観光交流課 継　続 125

③ 美術鑑賞・歴史資料見学の実施 ― 学校指導課 継　続 126

基本方針　　６－（２）　文化体験プログラムの充実
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 九谷焼体験事業の充実 16,825 観光交流課 継　続 127

② 科学体験事業の推進 22,700 観光交流課 継　続 128

③ 体験事業の拡大 ― 文化財保護課 継　続 129

基本方針　　６－（３）　加賀市ゆかりの人物紹介と関連するイベント等全国発信事業の推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 中谷宇吉郎にちなむ情報発信事業 21,540 観光交流課 継　続 130

② 山中温泉芭蕉祭の開催 650 観光交流課 継　続 131

③ 深田久弥にちなむ情報発信事業 8,156 観光交流課 継　続 132

④ 北大路魯山人にちなむ情報発信事業 13,362 観光交流課 継　続 133

⑤ 加賀市ゆかりの人物紹介と発信 327 文化財保護課 縮　小 134

⑥ 九谷焼開窯３６０周年記念事業 5,298 九谷焼美術館 継　続 135

基本方針　　６－（４）　歴史文化基本構想と民俗調査等成果の活用
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① データベースの作成と活用 ― 文化財保護課 縮　小 136

② 地域学習への展開と市民講座等による普及啓発 ― 文化財保護課 縮　小 137

③ 歴史文化資産を活かしたまちづくり施策の推進 ― 文化財保護課 継　続 138

④ 地域活動支援の充実 1,030 観光交流課 継　続 139

⑤ 加賀市らしさを継承する担い手の育成 1,590 文化財保護課 継　続 140

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本方針　　６－（５）　各種展観施設の充実と情報発信
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 展観施設としての情報発信・事業の開催
 1. 九谷焼美術館としての情報発信・事業の開催 35,939 九谷焼美術館 継　続 141

 2. 北前船の里資料館としての情報発信・事業の開催 9,129 観光交流課 継　続 142

 3. 中谷宇吉郎雪の科学館としての情報発信・事業の開催 22,700 観光交流課 継　続 143

 4. 九谷焼窯跡展示館としての情報発信・事業の開催 14,226 観光交流課 継　続 144

 5. 加賀市美術館としての情報発信・事業の開催 37,682 観光交流課 継　続 145

 6. 魯山人寓居跡いろは草庵としての情報発信・事業の開催13,362 観光交流課 継　続 146

 7. 深田久弥山の文化館としての情報発信・事業の開催 8,457 観光交流課 継　続 147

② 外部団体との連携による情報発信 ― 観光交流課 継　続 148

基本目標　　７　未来に伝える文化財の保護と活用

基本方針　　７－（１）　九谷磁器窯跡や大聖寺十万石城下町などの史跡再生と保護活用の推進
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 九谷磁器窯跡の調査と整備 79,726 文化財保護課 継　続 149

② 大聖寺十万石史蹟再生事業の推進 8,400 文化財保護課 継　続 150

基本方針　　７－（２）　橋立・東谷地区伝統的建造物群保存地区保存整備事業
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 保存地区の適正な維持管理 88,277 文化財保護課 継　続 151

② 保存地区の活用、地域の活性化 6,019 文化財保護課 継　続 152

③ 地域コミュニティーの継承 ― 文化財保護課 縮　小 153

基本方針　　７－（３）　文化財の適正な管理と有効活用
Ｈ27事業費 担当課 評　価 頁

① 指定文化財の保護と活用 1,590 文化財保護課 継　続 154

② 考古・歴史・民俗資料の活用 ― 文化財保護課 継　続 155

③ 新たな文化財の指定　「おくのほそ道の景勝地」　 ― 文化財保護課 継　続 156

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

１．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　力を育成する

①新学習指導要領に沿った指導計画と実践・評価

　小中学校における年間カリキュラムと各教科の評価規準を作成し、各学校は市作
成資料をもとに、独自性を生かした計画を立てる。
　新学習指導要領に沿った指導と評価が行われるよう研修会を開催していく。

教育委員会事務局　学校指導課

　市教委作成の年間指導計画及び評価規準を学校に示し、それを基に学校が作成
した年間指導計画を確認し、指導助言を行っている。
　学校訪問では評価の状況を把握し、指導助言を行っている。

継　続

－

－

　各学校の年間指導計画を全て確認し、学習指導要領に沿った指導が行われてい
るかどうかを確認した。
　学校訪問においては評価規準に沿った適正な評価が行われているかどうかを確
認し、指導助言を行った。
　学習指導要領に関する資料を配付し、必要事項を学校に伝えた。

－

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（計画策定時）
平成27年度末実績

（現在値）
平成28年度目標

（目標値）

事　業　費 予算科目

小中１００％ 小中１００％

　各小中学校において新学習指導要領の趣旨が十分に浸透してきており、適切な
指導計画のもとで教育活動が行われている。

学校独自の年間指導計画
の作成 －

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H2７ 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

小：55％
中：50％

小：80％
中：60％

数値目標

継　続

323

200

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　力を育成する

②学力向上対策

　県が策定した、子どもたちの学力を伸ばす「改訂いしかわ学びの指針１２か条【学
びの12か条＋】」を基に、各学校で重点項目を決め年間を通して取り組んでいく。取
組の様子は、他の学校にも参考となるよう、「加賀市学び通信」として配布する。
　「全国学力・学習状況調査」及び「石川県基礎学力調査」の結果を分析し、児童生
徒アンケートの結果から見えてくることを含め、指導改善に生かせるよう各学校に情
報提供していく。

教育委員会事務局　学校指導課

　学校経営方針及び学校研究の中に、「改訂いしかわ学びの指針１２か条【学びの
12か条＋】を位置付け、焦点化して取り組むよう各学校に指導している。
　学びの組織的実践推進事業の推進校を会場として研究発表会を行っている。
　学力調査の結果分析を行い、市としての傾向を学校へ伝えてきた。

①小学校は、学力向上の取組が充実し、学力調査の結果も上昇傾向にある。
②特に国語の調査に関しては、ほとんどの学校で県平均と同程度か上回っている。
しかし、算数の活用力に課題が見られる学校が複数ある。
③中学校は、学力向上に向けた学校独自の取組みが定着してきたが、全教職員で
取組を徹底している学校と取組にばらつきのある学校との間に学力定着の差が見ら
れる。
④より一層の学力向上策の充実に向けて支援していく。

県平均正答率を上回った
学校の割合 ‐

　学びの組織的実践推進事業の推進校等を会場として、年間２回の研究発表会を
開催し、学力向上のための取組について情報交換・協議する場を持った。
　加賀市の学力調査の結果分析を学校に示し、課題克服のための指導助言を行っ
た。

302
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

小中100％ 小中100％
数値目標

継　続

140

70

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

１-(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　 力を育成する

③授業改善に向けた取り組み

　自分の考えを持ち、伝えあったり学びあったりする授業が求められている。より良
い授業づくりに向け、市教育委員会からの指導主事の派遣、県教育センターの校
内研修サポート事業の活用、小松教育事務所指導主事、教育の専門性を有した大
学教授等の講師の派遣要請を奨励する。
　小学校授業研究会や中学校授業研究会を企画し、課題に対して主体的・協同的
に学ぶ児童生徒の育成に努める。
　計画訪問と要請訪問では、公開授業・研究授業を行うと共に、事前研修や模擬授
業による研究の充実に努め授業力向上を目指す。

教育委員会事務局　学校指導課

　授業改善に関する校内研修会が充実するように、市及び県の指導主事が指導助
言を行っている。
　毎年、授業研究会を開催し、授業づくりについての意見交換を行う。

　身に付けさせたいねらいをもとにした課題とまとめ・振り返りを意識した授業が定着
しつつあり、子ども達に確かな学力が身に付く授業実践が広がってきている。また、
学び合いの授業が増えてきており、校内研修等も盛んになりつつある。
　中学校は小学校に比べて授業改善は進んでいないが、課題とまとめ・ふり返りを
意識した授業は増えつつある。しかし、依然として講義型のみの授業を行っている
教員もいるため授業改善の必要性があり、中学校を対象とした研修会を充実させて
いく。

授業研究のための模擬授
業の実施率 －

　校内研修会において、学校の要望に応えた指導助言を行い、授業改善を推進し
た。
　加賀市主催授業研究会を年間３回行い、より良い授業の在り方について研修を深
めた。

200

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 4 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　力を育成する

④市教育研究所の先進的研究

　市の委託機関である「教育研究所」において、「学力向上グループ」を立ち上げ、
専門的見地に立った教職員が、学力向上に向けた効果的実践について調査・研究
を行う。

教育委員会　学校指導課

　市内の小中学校が持つ喫緊の課題研究及び今日的な課題に対して先行研究等
を目的として、「学力向上研究部会」、「道徳教育研究部会」「小中連携教育研究部
会」「情報教育研究部会」を設置し研修会や部会を実施してきた。学力の向上に向
けて「学力向上研究部会」においては、平成23年度から平成24年度にかけて、言語
活動に関する小中9年間の「学びの系統表の作成」や公立高校入試問題の分析と
理科評価問題の配付を実施した。

　2年間の継続研究である「学力調査問題の効果的な活用の推進」としての、調査問
題の単元指導計画の位置づけ、学習指導案の作成を続け、各校への配布を目指し
ている。昨年度配布された資料を参考にしたり活用している学校も見られる。また、
学力向上に向けて「情報教育研究部」においても、デジタル教科書やタブレット端
末の利用について研修会を実施し教師の授業力を高める研修を継続して実施して
おり、各学校においてもデジタル教科書を利用した授業などが増加傾向にある。次
の指導要領改訂を見据え、プログラミング教育、IoT教育等、研究内容についての
見直しを図っていくことも必要である。

- -

　学力向上研究部会において、平成２５年・26年度の基礎学力調査及び全国学力
学習状況調査の問題を、単元の指導計画への位置付けを行い学力調査問題を活
用した学習指導案の作成に取り組んできた。活用についての説明を、授業研究会
の場で実施し、作成した資料について全校に配布した。

285

継　続

169

261

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目 教育研究所費

- -

数値目標
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 2 1 2 1 H25 千円

10 3 1 2 1 H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目
小学校管理運営
費・中学校管理
運営費

小中100％ 小中100％
数値目標

継　続

60

151

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
          力を育成する

⑤読書活動の推進

　系統的・計画的に児童生徒の発達段階に合った読書指導が行われるよう、「読書
指導計画」を全ての学校で作成する。
　学校図書館司書教諭、学校図書館担当者、学校司書に対しての研修会を充実
し、読書活動推進に関する事業説明や情報提供を行う。
　加賀市立図書館が実施する自動車文庫「かもまる号」、「図書館おでかけ隊」によ
る読み聞かせやブックトーク事業と連携して「加賀市子ども読書活動推進計画」に
沿った取り組みを推進する。
　学校図書館及び市立図書館の活用を促し、児童・生徒の読書習慣を確立させる
取り組みを企画していく。

教育委員会事務局　学校指導課

　読書指導計画の作成に関して、モデルとなるものを提示した上で、各学校に指導
を行ってきた。
　学校図書館に関する研修会を開催し、学校図書館司書教諭、学校司書の意識の
向上・専門性の向上を図った。

　

　読書活動推進の取組の成果として、各学校の貸し出し冊数が上昇している。学級
文庫の充実や朝読書の習慣化によって、読書を好きだという児童生徒は70％以上
になる。なお、中学校3年生においては県平均を上回っている。小学校では家庭読
書や親子読書の取組が浸透しているが、中学校での家庭での取組は進んでいな
い。

読書指導計画作成 ‐

　学校が独自の学校図書館教育重点目標を定め、児童生徒の発達段階に応じた
読書活動を進めた。また、各学校で「年間指導計画」を作成し、計画的に図書館教
育を進めた。
　学校図書館司書教諭、学校図書館担当者、学校司書に対しての研修会を年7回
開催した。
　「加賀市子ども読書活動推進計画」に沿った取組を推進し、実践内容を「図書館
だより」「加賀市ホームページ」に掲載した（４校）。

86

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目

小４　１０５．２
小６　　９４．９
中３　１０３．７

小４　１０５．0
小６　１０５．０
中３　１１０．０

数値目標

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　力を育成する

⑥家庭学習の定着と充実

　家庭学習の時間が石川県の平均を下回っていることを受け、加賀市児童・生徒ア
ンケートの内容を見直し、家庭学習の時間を「学年×10分」として設定する。各学校
では、時間および内容の充実を目指し、「家庭学習の手引き」等を作成し、保護者へ
の協力呼びかけも行う。また、中学校の定期考査に合わせて家庭学習強化週間に
取り組んでいく。

教育委員会事務局　学校指導課

　各学校が「家庭学習の手引き」の作成・配付を行い、家庭学習の充実を図ってい
る。
　学校評価において、その実現状況を把握するようにしている。

　

「学年×10分」として家庭学習時間を設定したところ、小４、中３で平日１時間以上家
庭学習を行っている児童生徒が、県平均を上回った。
　家庭学習の定着と充実をより一層図るため、小中連携して中学校の定期テスト前1
週間を家庭学習強化週間とし、家庭学習の習慣化に向けた取り組みが定着し、保
護者を巻き込んだ取組も増えてきた。

目標時間達成児童生徒の
割合を県と比較 －

　家庭学習の定着と充実をより一層図るために、校区一体となった小中連携としての
取組が進むように指導助言を行った。
　各学校は、短期サイクルで児童生徒の学習時間を確認し、その都度評価・指導を
行うように指導助言を行っている。

－

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 6 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（計画策定時）
平成27年度末実績

（現在値）
平成28年度目標

（目標値）

事　業　費

　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　　　力を育成する

⑦-1 国際化社会に対応した教育の実践（外国語指導助手（ALT）の配置）

　外国語指導助手（ALT)による授業を行うことで、英語に親しみを持つことができ、さ
らに異文化の理解を通じて国際化社会に対応できる人材の育成を目指す。

継　続

12,494

12,533

予算科目 英語教育指導費

５人 ５人

　教育委員会事務局　学校指導課

　小学校及び中学校での英語授業を充実させるため、ALTによる授業補助を取り入
れている。人材確保に当たっては、(一財)自治体国際化協会が運営するJETプログ
ラムを活用したり、地域在住の長期海外生活経験者を登用したりしている。

　生きた英語教育の必要性が高まっている中で、外国人指導者２名、及び英語に精
通する講師３名と契約し、各小中学校での英語授業において会話力の向上等を
図った。

9,697

　社会のグローバル化が進み英語力が必須となりつつある中、学習指導要領におい
ては、小中学校での外国語（英語）教育の充実が挙げられている。当市ではALTを
複数名採用し充実を図っているため、各学校の児童生徒に英語や異文化を学ぶ意
識付けはある程度できているが、ALTの増員とより効果的な活用の検討が今後の課
題である。

外国人指導者数
（小中学校合計） ４人

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 2 3 5 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

教育委員会事務局　学校指導課

　平成26年11月に加賀市において「アメリカ・ロボレーブ・プレイショップ加賀」が開
催され、約80名の児童生徒が参加した。平成27年度においても、アメリカ及び加賀
で行われた国際大会に児童生徒が参加している。

　平成27年11月21日～23日に「加賀ロボレーブ国際大会2015」が開催され、校長会
等を通して各小中学校児童生徒に繰り返し参加を呼びかけた。さらに、各学校にお
いてロボット操作練習が出来るよう、教諭にロボット操作指導員を引き受けて頂くこと
とし、教諭を対象とした操作研修を開催した。その結果、中学生26名、小学生128名
の参加があった。なお、同大会の成績優秀者7名（中学生2名、小学生5名）は、平成
28年5月にアメリカで開催される「ロボレーブ国際大会」に参加する。
　また、平成27年4月29日～5月3日にアメリカで開催された「ロボレーブ国際大会」に
は、加賀市の小中学校児童生徒4名が参加し、教育委員会から参加費用助成を
行った。

－

　各学校から多大な協力を受け、「加賀ロボレーブ国際大会」開催について児童生
徒に広く周知することができた。加賀市教育委員会が進める理科系教育の強化とも
目的が合致しており、今後も引き続き参加者増に努めていく。
　なお、アメリカで開催される国際大会への参加については、児童生徒の安全を第
一としたうえで、より多くの人数が参加できるよう、補助制度の充実を検討する必要が
ある。

加賀ロボレーブ国際大会
への参加児童生徒数 －

継　続

－

2,500

予算科目 英語教育指導費

１２８人 １３０人

　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（計画策定時）
平成27年度末実績

（現在値）
平成28年度目標

（目標値）

事　業　費

　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　　力を育成する

⑦-2 国際化社会に対応した教育の実践（国際大会への参加）　【新規】

　ロボレーブ国際大会への参加による国際理解教育、及びプログラミング教育の推
進。
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 2 3 5 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

教育委員会事務局　学校指導課

　SSTとの交流については、平成26年度にSST関係者２名が来市し、平成２７年度か
らの交流開始について確認及び協議を行った。
　台湾については、平成26年度に陳 文筆氏（石川県台湾華僑総会会長）より、台湾
嘉義大学附属実験国民小学校との交流について提案を受けた。

　SSTとの交流については、平成27年6月にSSTワイ・リー副校長及びアーヴィン・タン
交流担当教諭が来市し、今後の交流実施を確認し、その方法について協議を行っ
た。その際、平成28年度から相互に生徒を派遣する交流を行うことを確認し、平成
28年度は加賀市中学生がSSTを訪問することに決定した。
　また台湾との交流については、平成27年11月に張 哲彰氏（台湾嘉義大学附属実
験国民小学校長）、及び陳 文筆氏夫妻が加賀市を訪れ、平成28年度からの小学校
児童の交流実施について打ち合せを行った。

－

　シンガポール及び台湾への児童生徒派遣時においては、多数の応募があった場
合の選抜方法の検討が必要。また、児童生徒受入時においては、受入体制の整備
と交流事業内容の検討が必要。
　中学校生徒においては国際理解推進及び英語・科学分野における学習意欲の向
上に、小学校児童においては異文化の体験による国際感覚の醸成と視野の拡大に
資する事業であると考えられるため、交流を継続させる工夫と取り組みが必要。

SST派遣生徒人数
※台湾については29年度
より目標値を掲げる

－

継　続

－

155

予算科目 英語教育指導費

－ １２人

　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

数値目標

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費

　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　　力を育成する

⑦-3 国際化社会に対応した教育の実践（外国の児童・生徒との交流）　【新規】

シンガポール科学技術学校（SST）及び台湾嘉義大学附属小学校と国際教育交流
を行う。
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 2 3 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　　力を育成する

⑧中谷宇吉郎科学奨励賞

　郷土が生んだ世界的科学者である中谷宇吉郎の偉業を永く伝え、科学の振興を
図るため、市内の小学生、全国の中学生及び若手研究者について、科学に秀でた
者を表彰する。

教育委員会事務局　学校指導課

　中谷宇吉郎雪の科学館の開館に伴い平成７年より実施しているもので、小学生部
門、中学生部門、若手研究者部門に分かれている。小、中学生部門については、市
内の児童・生徒にとって、科学に興味を持つ一つのきっかけづくりとなっている。

　中谷宇吉郎の功績を讃え、偉業を後世に伝える事業としては意義があると思われ
る。しかし、小中学生の応募者が少なく、特に市内中学生の応募がないことから、本
市の科学教育の振興に寄与するめにも、応募者を増やすための工夫が必要であ
る。

小中学生の応募数 ４件

　小、中学生部門については合計４件の応募があり、市内からは小学生１名が受賞
した。
　若手研究者部門については、日本雪氷学会より推薦を受けた研究者１名が受賞し
た。

513

継　続

308

378

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目 教育振興助成費

４件 １０件
数値目標
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

小　２回/年
中　２回/年

小　２回/年
中　２回/年研修会実施回数 ‐

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（計画策定時）
平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

　教職員を対象とした英語力向上研修を実施し、指導力の向上を図る。

継　続

13

41

　小学校５・６年生の担任と、中学校英語科担当教諭を対象に「外国語教育研修会」
を2回開催し、模擬授業及び校区別情報交換会を行い、小松教育事務所の北指導
主事から指導・助言を受けた。

‐

　「外国語教育研修会」では中学校教諭2名に模擬授業を実施していただき小学校
の授業で生かせるヒントを学んだ。また、グループ別情報交換会を実施することで、
小中連携の必要性を確認した。
　中学校では英語力に課題が見られるため(学力調査の結果より）、英語科における
授業改善が必要である。小学校においては、ALTとのTTの授業はスムーズに行わ
れているが、校内研修や公開授業等で外国語を取り上げる学校は少ない。

 １　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

 １－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
             力を育成する

⑨英語力の向上

　2020年からの小学校５・６年生の英語の「教科化」、小学校３年生からの必修化に
向けて、小学校教員、中学校英語科担当教員の指導力の向上を目指し研修会を
実施する。

 教育委員会事務局　学校指導課

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

中学校　２校 －生徒対象講演会実施済校 －
数値目標

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

　平成26年度は、金沢大学名誉教授・工学博士（中谷宇吉郎雪の科学館館長）廣
瀬幸雄氏を講師に招き、中学校理科教員に対する研修会を実施した。

廃　止

31

53

　錦城中学校及び片山津中学校において、２年生を対象とし、林 道大氏（金沢工
業高等専門学校教授）による、ロボットを題材とした講演会を行った。

－

　科学やものづくりの楽しさに触れ、それらへの興味関心を高める事業は、ロボレー
ブ国際大会参加に係る事業（事業番号1(1)⑦-2）に引き継ぐこととし、当事業は発展
的な廃止とする。

 １　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

 １－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
             力を育成する

⑩サイエンス・テクノロジー教育の推進

　理科や技術・家庭の技術分野に興味や関心がある生徒は多いが、学習しているこ
とと日常生活のつながりを感じている生徒はそれほど多くない。
　先端技術を扱う企業や大学の講師による体験活動、講演を実施することで、生徒
の興味関心を高め、地元企業への就職や理工系への進学等、キャリア教育を進め
ていく。

教育委員会事務局　学校指導課
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 2 1 1 2 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（計画策定時）
平成27年度末実績

（現在値）
平成28年度目標

（目標値）

１－(1)　確かな学力を身に付け、課題に対して主体的に判断・行動し、解決する
　　　　　力を育成する

⑪きめ細やかな指導の取り組み

小学校の全学級を児童３５人未満学級とし、きめ細やかな指導の実現を図る。

教育委員会　学校指導課

石川県の小学校では、国、県の制度により、小学校４年生までは、１クラス３５人未満
学級が実現しているが、小学校５年生になるとこの制度が無くなり、突然１クラスの児
童数が増える場合がある。（加賀市でも数クラス生じている）これにより、教師の指導
が難しくなり、授業においても様々な障害が生じているため、臨時講師を配置しこの
対策を図る。

小学校５、６年にも35人未満学級にすることにより、児童に対しきめ細やかな指導を
行うことができた。35人未満学級の実現は当市だけでなく他市においても課題であ
ることから、国、県に対し制度の改正や経費の補助を求めていく。

ー ー

継　続

ー

7,291

錦城東小５年、動橋小６年、山代小５、６年に臨時講師を配置することにより、３５人
未満学級を実現し、小学校４年までと同様にきめ細やかな指導を実現した。

ー

事　業　費 予算科目 臨時職員給与費

ー ー
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

①道徳教育の充実

　学習指導要領に基づいて道徳教育の全体計画とその別葉を作成し、道徳の時間
や特別活動を中心に教育活動全体を通して道徳教育を推進する。
　道徳授業の充実を目指し、計画訪問で、公開授業・研究授業などを実施し、研究
協議を行う。道徳教育は学校・家庭・地域が連携して行うことで、さらなる効果が期
待できるため、地域・保護者も含めた啓発リーフレット等を作成し保護者に配布す
る。また、推進校を指定し、授業の公開を行ったり、保護者や地域の人の参加型授
業を発信したりしていく。
　「命の大切さ」「郷土を愛する心」「人権の尊重」等の指導を推進する。

教育委員会事務局　学校指導課

　全小中学校における道徳の全体計画、全体計画の別葉、年間指導計画を確認
し、指導助言を行う。
　学校訪問での道徳授業に対する指導助言を行った。
　「人と地域を生かした道徳教育講座」を年間２回開催した。

　

子どもの心に響く授業展開として発問や板書の工夫がなされ、道徳的価値に迫る授
業が増えてきた。地域人材、地域教材を活用した取組が増えてきている。今後も道
徳教育に関する研修会を充実させていく。
　また、道徳の教科化に向け、内容項目にかかわる全体計画の別葉の作成を進め
ていく。

道徳授業の地域への公開 －

　地域との連携を進めるために、平成２４年度に加賀市道徳教育指導資料を全小中
学校へ配付した。平成２５年度はその資料の活用を広めるために、指導案例・保護
者向け資料・授業活用場面絵を作成した。平成２７年度はその資料の映像版を作成
し、各学校に配布した。
　　「人と地域を生かした道徳教育講座」を年２回開催し、道徳授業の充実、家庭や
地域との連携の取組を発信をした。

401

継　続

334

400

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

小学校　１００％
中学校　１００％

小学校　１００％
中学校　１００％

数値目標

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 学校教育研究費

－ －
数値目標

継　続

1,001

867

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

②生徒指導の充実

　いじめ、不登校等については、日頃から子どもの観察に努めると共に定期的に調
査し、実態を把握する。青少年育成センター、市子育て支援課、児童相談所等と連
携し、未然防止や課題解決に取り組む。
　携帯電話やパソコンなどについて、情報モラルの指導を行うと共に、子どもの状況
を定期的に把握しながら保護者と連携した指導を展開する。
　不登校児童生徒の減少については、「Ｑ-Ｕテスト」における分析結果から児童の
状況を把握し、早くから適切な対応を行っていく。また、「スクールソーシャルワー
カー」の効果的な配置に向けた検討を行う。
　保護者対象の非行被害防止教室や、児童生徒対象の薬物乱用防止教室を開催
し、家庭教育力を高めるとともに、児童生徒の規範意識の向上を図る。

教育委員会事務局　学校指導課

　不登校傾向児童生徒の状況の調査を行い、その調査も活用しながら、青少年育
成センター、市子育て支援課、児童相談所等と連携し、未然防止や課題解決に取り
組んできた。平成24年度よりＱ-Ｕ研究推進モデル校事業を実施し、Ｑ-Ｕ検査の実
施とその分析結果の活用を推進してきた。

　各関係機関と連携し、未然防止や課題解決に向けたケース会議を充実させてき
た。また、希望する保護者を対象に、相談会を実施するなど、保護者、学校、関係機
関との連携も進めた。
　スクールソーシャルワーカーを配置し、学校と関係機関の連携がスムーズにとれる
よう組織を強化した。
　保護者対象の非行被害防止教室や、児童生徒対象の薬物乱用防止教室を全校
において開催した。

　Ｑ-Ｕ検査の活用により、学校全体でいじめ問題や不登校問題に取り組める体制
を強化することができた。また、情報の共有化を進め、関係機関との連携も継続する
ことができた。しかし、不登校児童生徒数も高止まりを続けており、状況調査を不登
校の初期対応に活用できるものとし、PDCAサイクルを明確に取組を進めていく。

－ －

793
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 3 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

③キャリア教育の取り組み

　学校の教育活動全体を通じて、計画的・組織的にキャリア教育が実践されるよう
に、各学校に対してキャリア教育全体計画の作成を促す。また、各学校のキャリア教
育の現状と課題の把握に努める。
　各中学校で「職場体験活動」を実施し、地域の中での様々な職業体験活動を通し
て、勤労観・職業観の育成を目指す。
　小学校では勤労体験活動を推奨する。水田作りや畑作体験を通して、働くことの
大切さや収穫の喜びを実感し、感謝する心を養成する。

教育委員会事務局　学校指導課

　全小中学校において、キャリア教育全体計画を策定した。
　各中学校おいては、３日間を基本とした職場体験活動を実施している。
　小学校においては、水田作りや作物の栽培を通して、収穫の喜びや勤労の大切さ
を感じさせてきた。

　中学校での職場体験は継続的に実施し、勤労の大切さや大変さ、将来の就職に
ついて考えさせる取組を行った。

　どの取組も定着し、児童生徒のキャリア教育には欠かせないものとなっている。ま
た、いしかわ版里山づくりＩＳＯの取組のように、特徴があり、実践の交流を進めてい
くべき先進の取り組みも行うことができた。一方、様々な体験活動があり、キャリア教
育の一端を担っているが、その面を意識させ切れず取り組ませている場面も見られ
る。キャリア教育全体計画をＰＤＣＡサイクルのもと見直しも行い、児童生徒の実態に
即したものにしていかなければならない。

－ －

523

継　続

353

328

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目 体験教育研究費

－ －
数値目標
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 １－(2)　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成27年度
施策の内容

10 1 3 3 2 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 体験教育研究費

３１％
（16校中5校）

50%
（18校中9校）

数値目標

継　続

187

173

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

④宿泊体験学習

　豊かな自然を生かした特色ある体験活動の推進の為、市内のキャンプ場や宿泊
施設の整備と活用を図るとともに、生涯学習課と連携し、自然体験活動プログラムの
充実を図る。

教育委員会事務局　学校指導課

　「緑の生活体験学習」として各小学校ごとに高学年を対象に1泊で実施している。
学校の実施に当たり経費の面で支援をしており、施設使用料として参加児童200円
/人、引率者300円/人の補助と市内施設利用に限り市のマイクロバスを利用できる
ようにしている。また、大土においては、生涯学習課との連携により、自然体験プロ
グラムを実施し活動内容の充実を図っている。

　次年度に実施する学校の担当者を集め「緑の生活体験学習担当会」を開催して
いる。実施要領をはじめ市からの補助についての説明、各学校の計画（予定）につ
いての報告、市内施設の紹介を行い、生涯学習課と連携し活動プログラムの説明を
行っている。担当者会の後には、市内施設利用の学校と生涯学習課との打ち合わ
せを行っている。市内施設として「瀬越」「荒谷」「県民の森」「大土」「いちの谷」等の
紹介をし、市内施設の利用を促している。

　平成27年度は、「市の谷」2校、「大土」2校、「県民の森」１校となり平成26年と同じ
であった。
　「大土」においては体験学習内容が充実しており、例年2～4校の実施がある。ただ
し、施設都合上、多く(40人まで)の受け入れは困難。市内施設においては、大規模
校を受け入れる施設がなく、また、キャンプ場では施設面・プログラム面に制限があ
り利用しにくい状況である。平成26年から利用している「市の谷」も併せ、引き続き利
用を呼びかけていく。

実施校（市内施設利用） ５０％
（18校中9校）

180
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

⑤健康な体と体力づくり

　一日の活動の源となる朝食をしっかり摂るよう、児童生徒に働きかけている。体力
向上を目指し、全ての小中学校において「体力アップ１校１プラン」を実施し、小学校
では「スポチャレいしかわ」に全クラスが取り組むよう働きかけている。また、中学校で
は部活動を推奨している。

教育委員会事務局　学校指導課

　朝食に関しては、ＰＴＡとも協力しながら、各学校において調査し、その調査をもと
に食育を進めてきた。
　体力・運動能力調査を継続的に実施し、体力向上策について検討してきた。

　各小中学校において、現状・課題把握を行い、「体力アップ１校１プラン」を目標数
値を掲げ、取組を図った。また、「スポチャレいしかわ」には、積極的な参加が行われ
るよう周知を行う。生活について児童生徒へのアンケートを実施し、体力向上策の改
善・充実に活かした。

　朝食を摂ることについては、食育を充実させることによって、改善をはたらきかけて
きた。
体力向上については、各小中学校ごとに、実施内容を絞ることにより、積極的な実
施が見られた。一方で、バランスよく各運動に取り組ませることが必要であり、「体力
アップ１校１プラン」だけではない、教育課程の確実な実施も含め、充実した体力
アップ策の実施が必要である。
　「スポチャレいしかわ」には、全学級が参加し、県内上位に位置する成果が見られ
た。
　中学校での部活動においては、競技によっては部員減少といったマイナス要因が
あり、活動の仕方を工夫していく必要がある。

－ －

－
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 2 2 1 1 H25 千円

10 3 2 1 1 H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

⑥特別支援教育の充実

　教育・医療・保健・福祉・労働の関係者で組織される加賀市特別支援教育総合推
進事業運営協議会を設置し、関係機関をつなぐネットワークの構築・切れ目のない
支援システム作りを目指す。
　早期からの支援に向けた相談支援ファイル「すこやか手帳」を作成し、活用した結
果をもとに検証を継続していきます。関係機関と連携しながら、誕生から就労までの
一貫した支援の実現を目指す。
　通常学級に在籍する児童の中で支援を必要とする子ども達のために、通級指導
教室「ことばの教室（山代小、錦城東小）、まなびの教室（片山津小、錦城小）」を有
効に活用し、専門的な支援を行う。
　就学指導については、幼稚園・保育園、小中学校、子育て支援課、健康課、錦城
特別支援学校と連携し、情報の共有化を図りながら、一人ひとりの教育的ニーズに
応じた適切な指導や必要な支援を行えるよう就学相談等の充実を図る。
　通常学級において支援の必要な児童生徒にきめ細かく対応するために、特別支
援教育支援員の配置をさらに充実させ、質の向上を目的とした研修会を開催する。

教育委員会事務局　学校指導課

　相談支援ファイル「すこやか手帳」を３歳児健診時に全保護者へ配布し、すべての
子どもたちに対し、一貫した支援がなされるよう取り組んだ。
　錦城特別支援学校との連携を深め、各小中学校において、特別支援教育に関す
る専門的知識が活用できるよう取り組んだ。

　就学指導委員会においては、就学指導だけにとどまらず、就学後の指導もなされ
るよう追跡調査を行うなどし、教育支援の充実を図った。
　特別支援教育コーディネーターの専門性の向上、特別教育支援員の質の向上を
目指して、講師を招聘し研修会を実施した。
　各学校の特別支援の資質が向上するよう専門相談員を活用する。

　教育支援委員会において、幼小中高のつながりを議案としたことは、インクルーシ
ブ教育の構築に向けた一歩にすることができた。
　　「すこやか手帳」や「個別の教育支援計画」を通して、幼稚園・保育園、小中学校
の連携を図ってきたが、不十分な点も見られ、関係機関をつなぐネットワークの構築
や、各担当者の行務に有用な特別支援教育の研修の充実を行い、インクルーシブ
教育の普及を進める必要がある。

－ －

36,016

継　続

38,071

37,562

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標

児童教育振興費

生徒教育振興費
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 １－(2)　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

⑦幼保・小・中・高の連携

　幼児と児童の交流の場、幼稚園・保育園と小学校の合同での授業研究の場を設
ける等、相互理解を深めるように努め、連携の強化を図る。
　学校種間の緊密な連携を推進するために、地区ごとに子ども理解の会を開催する
ように呼びかけを行う。
 　小中高連絡協議会の開催や授業公開により、校種間の連携を強化する。

教育委員会事務局　学校指導課

　生徒指導上、これまで幼保小、小中、中高連携は行われてきた。このつながりを授
業研究の場へと展開する必要性について、理解を深め、実践を促してきた。

　小中学校での授業公開や中高等学校での授業公開を展開した。また、中高連絡
協議会、各校区での小中連絡協議会を開催し、校種間の連携強化を図った。

　小学校への就学、中学校への進学を考え、幼児と児童、児童と生徒の交流の場を
設けることができた。
　各校区での小中連携に積極性が見られた。授業公開だけでなく、校区により特色
を持った、取り組みが進んでいる。
　小中連携のみならず、校区での小小連携も行われ、地域で児童の学びを支援す
る態勢もうまれてきている。

－ －

－

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

１－(3)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

①学校評価の活用

　自己評価、学校関係者評価を適切に行い、PDCAサイクル（計画-実施-点検-改
善）に則り学校運営の改善を図る。
　学校だよりやホームページを活用して、評価結果の積極的な情報公開をし、家
庭・地域との連携協力を推進する。

教育委員会事務局　学校指導課

　学校評価計画書の共通項目を定め、加賀市として統一した取組を推進した。
　児童生徒アンケート、保護者アンケートの共通質問項目を定め集約し、集計分析
を行い、市全体として傾向を把握し学校に伝えた。

　

　　ＰＤＣＡサイクルによる学校評価システムは全ての学校に定着してきた。さらに、
課題を明確にし、それに対するスピード感のある改善策が講じられるように支援して
いく。
　全ての学校は、学校だより、HP等で学校評価結果を公開している。
　今後は家庭や地域との連携を推進するためにも、一方的な発信ではなく、双方向
の発信となるように指導助言していく。
　今後、積極的に家庭や地域と連携を図るためにも情報公開が進むように支援して
いく。

学校だよりHP等での情報
公開 －

　１学期、２学期の市全体としての傾向を把握する。また、１学期から２学期にかけて
の変容を分析し、市全体の課題を明確にし改善策を示した。
　学校訪問において学校評価の実施状況を把握し必要に応じて指導助言した。

－

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目

１００％ １００％
数値目標

教育振興基本計画の策定時（２４年度）に設定した
「平成２８年度目標」値は、２７年度までで達成した。 
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 １－(3)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

②学校組織の機能化

　校長の学校経営計画に基づき、各主任等が連携をとり、機能的な校務分掌を組
織する。
　学習指導や学校運営の時間を確保するために、会議や行事等の見直し、調査・
報告書等の見直しに取り組む。

教育委員会事務局　学校指導課

　年度当初には学校長による学校経営ビジョンを伝え職員への周知を行っている。
企画運営委員会を実施し、管理職・主任間の連携をとり、学校経営の円滑化を図っ
ている。日課表や行事の見直しについては各学校で実施している。職場体験の日
程を夏季休業中の実施に平成24年度より変更した学校もある。職員会議の効率的
な運用による時間短縮等を図り、放課後の時間の確保に努めている。

　年度当初には校長より学校経営ビジョンをすべての学校で職員に周知している。
運営委員会を設け事前に話し合い、会議の円滑化に取り組んでいる学校も多い。
学力向上や体力の向上に対する取り組みに、日課の見直しなどを行い各学校が工
夫を行っている。また、市教委としても、先進的な取組を紹介したり、効率的な取組
を提起したりしてきた。学校においては、それらを参考にして取り組むところもある。
今年度配置された理科専科や他の加配、特別支援教育支援員の配置により教職
員の負担を少しでも減らし、学級経営や学習指導の時間確保を図っている。

　学校長の経営方針に基づいた主任等の連携などは各学校においては進んでい
る。また、各学校への調査・報告は、学校を取り巻く昨今の問題もあり各関係機関そ
れぞれから出されるものが近年増加傾向にあり精選しづらい状況にある。行事等に
ついても見直しはすでに進んでいる。現状では難しいが、教職員の増加、１学級の
児童生徒の減、学校規模の適性化による職員の増加などを検討し、教師の持ち時
間数を削減していく必要がある。

－ －

－
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 １－(3)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

10 1 3 1 1 H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目 教育指導研究費

－ －
数値目標

継　続

661

566

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

③教職員研修の充実

　管理職、各主任、各校務担当者の研修を充実させる。
　全教職員を対象に、今日的課題に対応するために、教職の専門性を深める研修
会を実施する。
　各学校で教職員の資質を高める研修会（若手研修会等）を推進する。

教育委員会事務局　学校指導課

　校長研修会、教頭研修会、教務主任研修会、研究主任研修会等、市開催の研修
会を開催し、質の向上を図ってきた。
　夏季教職員研修を充実させ「教師力を高める研修会」「全体研修会」を開催し、今
日的課題に応える講師を招聘してきた。
　校内でのＯＪＴが充実するように指導してきた。

　校長研修会、教頭研修会、教務主任研修会、研究主任研修会、学校図書館担当
者会、外国語活動研修会、特別支援教育コーディネーター研修会を開催した。
　夏季教職員研修会として「教師力を高める研修会」では、上越教育大学赤坂真二
准教授を招聘し「学級作り」について研修を行った。「全体研修会」では、立命館大
学　陰山英男教授を招聘し、学力向上に関する研修を行った。
　校内でのＯＪＴが定着してきている。

　今後も市の実態及び教員のニーズを把握しながら研修会を企画立案し、時代の
ニーズに合った講師を選定していく。
　校内でのＯＪＴが活性化することは，若手育成と教師のモチベーションの向上に有
効である。今後は、優れたＯＪＴを行っている学校の例を各学校に紹介する。

－ －

827
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基本目標 １．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針 １－(3)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２７年度
施策の内容

H25 千円

H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

④教職員人事評価制度の活用

　教職員人事評価制度を活用し、面談や日常の指導により、職員の意欲を高め、職
員の資質の向上と学校の活性化を図る。

教育委員会事務局　学校指導課

　管理職による面談を実施し、個々の適正や取り組みに対しての励ましの声かけな
どを行い、学校の活性化と職員の意欲を高めている。

　管理職による年2回の人事評価面談だけでなく、日頃の声かけをし、状態・状況の
把握に努め、より正確な評価ができるよう努力をする。また、学校の環境改善や職員
の資質向上のため、教育長ヒアリングを通じて市教委としての指導助言を行ってい
る。

　ベテラン教師のモチベーションの向上や職員の適性を見据えた校務分掌の配置
を行えるよう、評価者の評価精度を高める工夫が必要である。

－ －

－

継　続

－

－

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標
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基本目標 　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針

施策名（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成27年度
施策の内容

10 2 2 1 1 H25 千円

10 3 2 1 1 H26 千円

H27 千円

成果と課題

評　　価

事　業　費 予算科目

－ －
数値目標

児童教育振興費

生徒教育振興費

継　続

691

978

項　　　目 平成23年度実績
（計画策定時）

平成27年度末実績
（現在値）

平成28年度目標
（目標値）

　１－（４）　ふるさと加賀市の伝統・文化に親しみ、郷土を愛する心を育てる

①郷土の伝統・文化施設を利用した学習の推進

　小学校において「ふるさと学習」（４年生：九谷焼美術館，５年生：鴨池観察館，６年
生：中谷宇吉郎雪の科学館）を実施する。
　郷土学習資料（小学校「わたしたちののびゆく加賀市」中学校「中学校社会科学習
帳－身近な地域を学ぼう－」）を利用した社会科学習に取り組む。

教育委員会事務局　学校指導課

　小学校では、郷土学習資料で「加賀市」のことを学んだり、市内の郷土のことが分
かる施設を見学するなどの学習を行っている。中学校においても、社会の授業のな
かで、資料を使い郷土のことを学ぶ時間を設けている。

　郷土学習資料や施設を活用した授業により、児童・生徒に郷土の伝統や文化に触
れる機会を与えることができ、一定の成果はあった。資料集については、より役立つ
教材とするため、掲載しているデータや写真を常に最新のものへと更新する必要が
ある。

－ －

　郷土学習資料や施設を活用した授業を引き続き実施した。小学校「わたしたちの
のびゆく加賀市」については、平成25年度に全面改定を行い、平成26年度及び27
年度には内容の微修正を実施した。中学校「中学校社会科学習帳－身近な地域を
学ぼう－」については、平成27年度に微修正を実施した。

796

37























































































































































































































































■教育委員会の主な活動

4月5日 加賀体育館リニューアルオープン
4月6日 小・中学校入学式
4月6日 加賀市スポーツ推進委員会全体会
4月9日 公民館長役員会
4月11日市民スポーツ大会総合開会式
4月12日子ども会育成連絡協議会総会
4月15日石川県市町教育長会
4月19日加賀温泉郷マラソン2015
4月22日第４回教育委員会定例会
4月23日東海北陸都市教育長協議会定期総会・研究大会
4月24日名古屋インターナショナルスクール交流会
4月24日加賀市ＰＴＡ連合会定期総会
4月25日現代美術展加賀展開場式
4月26日ロボレーブ・アメリカ大会（～５月４日）
5月1日 市町教育委員会施設主管課長会議
5月2日 教育振興会総会
5月4日 橋立重伝建選定10周年記念フォーラム
5月8日 地区指導員全体研修会
5月11日第５回教育委員会臨時会
5月12日石川県教委連定期総会
5月14日かがやき市民大学校100点運動博士号授与式
5月17日加賀市教育支援委員会
5月17日全国植樹祭 式典・植樹
5月18日大聖寺城跡等調査委員会
5月19日加賀市小学校連合運動会
5月20日全国伝統的建造物群保存地区協議会 総会・研修会（～５月２２日）
5月20日セミナーハウスあいりす運営委員会
5月21日全国都市教育長協議会定期総会・研究大会（～５月２２日）
5月25日社会教育委員会議
5月25日総合教育会議
5月25日第６回教育委員会定例会
5月26日学校適正規模検討委員会
5月27日市民文化講演会(日本を美しくする会 鍵山秀三郎氏)
5月27日中学校教科用図書採択委員会
5月29日育英資金奨学生選考審査会
5月30日加賀市中学校陸上競技大会
5月31日ノルディックウォーキング教室in橋立
6月1日 第１回中学校教科指導法研究会
6月3日 九谷磁器窯跡整備委員会
6月4日 シンガポールＳＳＴ 視察訪問（～６月６日）
6月4日 加賀市学校保健会役員会
6月10日携帯スマホ講演会（安川雅史氏）
6月14日加賀市公民館大会

平成２７年
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6月16日時事通信講演会
6月23日大聖寺十万石史蹟再生協議会
6月24日第７回教育委員会定例会
6月24日いじめ防止基本方針 学習会
6月25日小学校音楽会
6月26日小学校音楽会
6月29日市民文化講演会（安川雅史氏）
6月30日スポーツ推進審議会
7月3日 九谷磁器窯跡整備委員会専門委員会
7月9日 全国伝建協議会総会・研修会 実行委員会
7月13日中学校教科用図書採択委員会
7月23日第８回教育委員会定例会
7月28日家庭教育支援条例議会視察受入れ(埼玉県戸田市)
7月28日加賀市青少年育成協議会
7月29日学校適正規模説明会
7月31日中学生意見発表会
7月31日加賀市子ども読書活動推進会議
8月4日 石川県市町教育委員会セミナー
8月7日 教師力を高める研修会
8月10日文化財保護審議会
8月10日九谷磁器窯跡整備委員会 専門委員会
8月11日学校適正規模検討委員会
8月19日第９回教育委員会定例会
8月20日国語力向上研修会
8月20日家庭教育推進会議
8月21日学校給食調理従事者講習会
8月21日加賀市・新発田市子ども会交流会開会式
8月22日国指定史跡九谷磁器窯跡発掘調査現地説明会
8月24日夏季教職員全体研修会
8月25日水泳プール指定管理者選定会
8月25日セミナーハウスあいりす指定管理者選定会
8月26日第10回教育委員会臨時会
8月27日いきいきランドかが指定管理者選定会
8月27日橋立自然公園指定管理者選定会
8月29日加南地区中学生意見発表大会
8月30日全国北前船セミナー（～８月３１日）
9月1日 石川県教委連理事会・懇親会
9月4日 スポーツ推進委員会第２回全体会議
9月9日 山中温泉青少年健全育成連絡会
9月11日国民体育大会壮行会
9月18日加賀ロボレーブ国際大会組織委員会設立総会
9月19日芭蕉祭山中温泉全国俳句大会表彰式
9月24日第11回教育委員会定例会
9月25日加賀市民映画祭
9月27日加賀市民映画祭
9月29日加賀市結核対策委員会
10月7日学校適正規模検討委員会答申 161



10月15日第２回加賀市スポーツ推進審議会
10月16日石川県市町教育委員会連合会研究大会
10月18日市民山登り（蟹の目山）
10月20日市町教育委員会研究協議会(第１ブロック)
10月26日第12回教育委員会定例会
11月6日神奈川県葉山町議会視察受入れ（家庭教育支援）
11月8日家庭教育支援講演会（富山大学 神川副学長）
11月9日第２回社会教育委員会議
11月9日子どもに確かな力をつける授業研究会（低学年）
11月13日埼玉県鶴ヶ島市議会視察受入れ（家庭教育支援）
11月13日北前船寄港地フォーラム in 加賀橋立･山中温泉
11月15日雪のデザイン賞 表彰式
11月16日九谷磁器窯跡整備委員会
11月17日新任教育委員(篠原隆一氏)辞令交付式
11月18日足立区議会視察受入れ（家庭教育支援条例関係）
11月18日人と地域を生かした道徳教育講座
11月19日子どもに確かな力をつける授業研究会（中学年）
11月21日加賀ロボレーブ国際大会（～１１月２３日）
11月24日第13回教育委員会臨時会
11月24日第14回教育委員会定例会
11月27日人と地域を生かした道徳教育講座
12月1日文化振興審議会
12月2日伝統的建造物群保存地区保存審議会
12月2日学びの組織的実践授業
12月17日第２回加賀市青少年育成協議会
12月21日第15回教育委員会定例会
12月22日第３回加賀市スポーツ推進審議会

1月14日第４回加賀市スポーツ推進審議会
1月18日(仮称)加賀温泉郷寛平ナイトマラソン2016開催発表会
1月22日かがやき市民大学校博士号授与式
1月22日第１回教育委員会定例会
1月29日文化財保護審議会
2月6日 スポーツ推進委員会第３回全体会議
2月15日九谷磁器窯跡整備委員会専門委員会
2月18日第３回社会教育委員会議
2月19日第２回教育委員会定例会
2月22日文化振興審議会
2月23日雪の科学館運営委員会
2月24日かがやき市民大学校博士号授与式
2月24日中谷宇吉郎雪の科学賞表彰式
2月25日全国伝建協加賀市大会 第２回実行委員会
2月26日九谷焼開窯360周年事業最終会議
3月6日 大聖寺城跡発掘現地説明会
3月10日かがやき市民大学校博士号授与式
3月17日伝統的建造物群保存地区保存審議会

平成２８年
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3月23日文化財保護審議会
3月24日第３回教育委員会定例会
3月28日加南地区教育長会議
3月28日加南地区スポーツ推進委員連絡協議会総会
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